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[14] f(x) ∈ C∞
0 (R)に対し，

∫
R

f(x − y)
sin y

y
dyを対応させる線型写像を T0と書く．こ

の写像が，L2(R)から L2(R)への有界線型写像に延長できることを示し，その normを求

めよ．

[15] {cn}nを複素数列とする．H = �2から，Hへの有界線型作用素 Tを，{xn}n ∈ Hに対

し，{Txn}n = {cnxn}nと定めたい．これが実際に有界線型作用素となるための {cn}nに関

する条件を求めよ．また，さらに Tが全単射になるための {cn}nに関する条件を求めよ．

[16] f ∈ L∞(R)に対し，L2(R)上の作用素 Tfを Tf (g)(x) = f(x)g(x), g(x) ∈ L2(R)で

定める．この作用素 Tfの normは何か．また，‖Tfg‖ = ‖Tf‖となる gで ‖g‖ = 1となるも

のが取れるための fの条件を求めよ．

[17] 可分無限次元 Hilbert空間 H上の有界線型作用素の列 {Tn}nで，すべての x ∈ Hに

対し ‖Tnx − x‖ → 0, (n → ∞), だが ‖Tn − I‖ = 1となるものを作れ．ただし，Iは，H上

の恒等作用素である．

[18] 以下の条件を満たす複素数列 {cn}nは存在しないことを示せ．

複素数の無限級数
∞∑

n=1

anが絶対収束するための必要十分条件は，{cnan}nが有界なことで

ある．


